
　「修身斉家治国平天下」という言葉は、戦前まで

はよく使われたが、戦後はこれが古い「封建的」道

徳だとして目の敵にされ、長ったらしいこともあっ

て、それ以来ほとんど誰も口にしなくなった。しか

し、これは我々の社会の健全化・再建の要諦という

べき言葉であって、これを排したことが、いじめを

始めとする現在の社会悪をつくり出したと言っても

よい。我々の運動では、これを易しく言い換えて、「人

づくり、家庭づくり、国づくり」と言っている。

　この古い儒教の教えのポイントは２つあって、「修

身」（個人完成）から始めることで「治国・平天下」（国

と世界の安定化）が達成できるということと、その

間に「斉家」（家庭完成）がなければならず、これ

を飛ばしてはならないということである。

　いわゆる左翼の主張はこれを逆にするものだっ

た。世の中をよくしようと思えば、悪いことができ

ないような社会の仕組みをまず作らなければならな

い、個人や夫婦・家庭などは後からついてくる、と

いう考え方であった。これは社会革命がまず起こら

ねばならないという考え方で、ますますひどい混乱

と悪を生み出すことになった。

　実は、革命は一人ひとりの心の中で起こらねばな

らない。しかしここから一足飛びに、その原理を国

家・世界に適用することはできない。夫婦・家庭が

個人と社会をつなぐ存在として、社会の最小単位と

してあるのだから、ここが崩れたままで国家や世界

がよくなるということはあり得ない。

　家庭はいわば、社会をまとめる “扇の要” のよう

なものであって、ここが壊れれば全体がバラバラに

なる。これは考えてみれば当たり前のことのようだ

が、少なくともわが国ではそうでなかった。「公私

の別」を尊重するのは美風だが、家庭を完全に「私」

の側に組み込むことによって、これをおろそかにし

てきたのではないだろうか。日本国憲法に家庭条項

がないのも、それを反映しているのかもしれない。

　1 つの地域の家庭の崩壊率が 30％を超えると、

その地域全体の青少年の不良化が始まるという統計

結果がある。本当だろうかと思っていたら、関西の

ある市でまさにそれが起こっているらしい。「ここ

では離婚禁止法を作らないと、全くどうにもなりま

ヘんな」と本気で言っている人がいた。間違いなく

「本気」であった。友達の家に遊びに行くと、いつ

もお父さんやお母さんが入れ替わっている、しかも

その地域の子供はそれを怪しいとも思わない、とい

うようなことになったとしたら――考えるのも恐ろ

しいではないか。

家庭は社会をまとめる “扇の要”

２０１２年９月２０日 発行　通巻１７号The Monthly News Letter

「人づくり、家庭づくり、国づくり」国民運動
８つの約束「ファミリー・プロミス（家族の約束）」を掲げながら、家庭を基礎とした
新しい国づくりを目指し、全国各地で様々な草の根運動を展開しています。愛と性の
倫理を高め、家族への責任を果たす決意としての「ファミリー・プロミス」にご賛同頂き、
ともに新しい日本の国づくりの輪を広げていきましょう。
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あなたの身の周りの家族や地域の情景を川柳にしてみませんか。詳しくは公式サイトをご覧ください。

月間家族川柳大賞！月間家族川柳大賞！
８月度大賞

 　

ボランティア活動（GPAファミリー久喜）

元々農村部では、春分の頃に豊作を祈り、秋分の頃に豊作を祝う自然信仰があり、山の神様である祖先の霊
を春分以前に山から里に迎え、秋分以降に里から山へ送る儀式が行われていました。明治時代に秋分の中日
を「秋季皇霊祭」と定め、宮中において祖先をまつる日となった事がきっかけで、一般市民の間でもそのよ
うに定着していきました。1948 年には、お寺参りの日・先祖供養の日など、宗教的慣例としてのまつりの
日だけではなく、広い意味で「祖先を敬い、亡くなった人を忍ぶ日」として国民の祝日に制定されました。

ラリー＆マーチ（北海道協議会）

　もうすぐ実りの秋。田舎のあぜ道に立つと、
春先に植えた苗が田んぼで波打っているのが
見えてきます。
　「実るほど頭を垂れる稲穂かな」　学問や徳
のある人ほど謙虚だという意味の日本のこと
わざです。でも、実際に実った稲穂を手にし
たことのない子供たちには、このことわざの
意味が理解できないかも知れません。日本に
は、稲作や農業から生まれた知恵や人生訓が
多いのですが、生活環境の変化から、それら
を子供たちに伝えるのが難しくなっています。
　タマネギは木になるものだと思ったり、ト
マトが夏野菜だということを知らない子供も

少なくないそうです。
　農業体験に参加したあと、子供たちが周囲
の大人に自然にあいさつするようになったり、
食べ物を大切にしだしたという報告もありま
す。
　また、稲刈りに参加した子供たちは、大人
が見せるみごとな鎌をさばきに、例外なく目
を輝かせ、大人のいうことに素直に耳を傾け
ます。大人たちとの農業体験は、人間関係を
学ぶことのできる絶好の場です。
　自然の恵みを実感し、心に潤いを与えるた
めにも、子供たちにも農業を知る機会を与え
たいものです。

親子で心を育てる農業体験

活動レポート
　GPAファミリー久喜の奉仕活動日、第 2土曜日の 9月 8日、
7人の参加者でいつもの市役所通りの除草作業を行ないました。
市役所通りの銀杏並木はとても美しく青々と茂っています。そ
の下の植裁はと言えばお世辞にも美しいとはいえない有様！雑
草がいっぱい！そして植えられたものではない雑木が本来の皐
月を超えて成長し大分太く成長しています。お陰で皐月は肩身
の狭い風体で、随分と枯れてしまったものが目立ちます。
　全員汗だくになって、約 1時間半作業をし、随分綺麗になりました。
作業を終えた後の” キーン” と冷えた飲み物の旨さは格別でした。皆さん有難う御座いました。

　８月９日、高く澄みわたった青空のもと、札
幌市大通公園で 150 名の中高生を中心に「Pure 
Love2012 in 北海道」を開催しました。ラリー
では、最初に谷口博北海道平和大使協議会議長
から「このように若い人たちが純潔の重要性を
訴えていることに非常に感動しました。その思いをいつまでも持ち続け、立派
な家庭を作っていって欲しい」と激励の言葉を頂きました。その後、公園内４
カ所に分かれて純潔の大切さを全員でアピールし、ラリーの最後には、全員で
「ピュアラブ宣言」をし、大通公園周辺のデモ行進に出発しました。
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